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①屋外広告物規制　強引に進めないで納得いく解決を
②看板の撤去費用に助成制度を
③許可手数料の負担軽減を

民商は、中小業者の立場から京都市に以下の点を申し入れています民商は、中小業者の立場から京都市に以下の点を申し入れています

商店リニューアル助成制度

看板カラーの変更を求め
られ、ドコモカラーの赤
色とほかの黄色部分を変
更予定（携帯電話店・上京区）

三色看板が規格に
合わないと言われ、
小さいものに変え
たが、客足が激減
した （理容業・山科区）
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看板の色が規格に合
わず、「付け替えない
といけない」と言われ
るが、取り換えとな
ると費用が数十万円
かかる（小売業・左京区）

「色があかん」「赤地
に黒字から肌色に変
えろ」と指導された。
発注見積りで30万円。
急に言われても腑に
落ちない（飲食業・北区）

　京都市は「良好な景観を形成するため」として、看板・ポスター等の屋外広告物を条例で規制しています。
この規制が中小企業の営業と矛盾を生みだしています。
　中小業者にとって看板の撤去や変更は、商売上の死活問題です。加えて、消費税増税など営業上の困難は
増すばかり。看板の撤去をしたくても何十万円という負担も大変です。

　群馬県高崎市では全国初の「商店リニューアル助成制度」
を実施。市内の業者から備品を購入したり、市内業者に改装
を依頼することを条件に、かかった費用の1/2、最高100万円
を市が補助します。看板の取り換えもOK。
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顔看板は商売の顔看板は商売の顔看板は商売の

他府県ですでに実施 群馬県高崎市

私たちは「京都でもこの制度を実現して、
看板も店も直して集客ＵＰ」と提案しています。

業者の

屋外広告物のご相談は　　　　へ

民商が京都市
へ

申し入れ
６月４日


